


















































終章 :研究の結論と今後の展望 .....・・ ●●●●
1研究の結論

























l ROBERT SCHILDGEN  『 TOYOHIKO KAGAWA―Apostle of love and Social JustiCe―』 CENTENARY
B00KS,1988,back cover.






6「随想録」(『独秀文存』巷二 賀川豊彦民国叢書第一編 1922年 101頁)
6王 (著)『賀川豊彦―』『明灯 (上海 1921)』1930年第 154期302-303頁
7賀川の逮捕については、第一回目は、1921年に、労働時間の減少と労働者の賃金の増加といった労働
者権益を巡つて、賀川は神戸川崎・三菱の大争議の指導者となるが騒擾罪に問われ逮捕されたことである。


























言論を公布したことで、渋谷憲兵分隊に逮捕されたことである (参照 :「戦時文壇 :二、賀川豊彦被拘」
一声声『新東方雑誌』1940年第2巻第2期47頁)。 第四回日と第五回目それぞれは、1943年5月と11
月のことであつた。それは賀川の著作中に反戦思想があるからであつた。(参照 :ROBERT SCHILDGEN
『TOYOHIKO KACAWA―Apostle of love and Social 」ustiCe―』 CENTENARY B00KS,1988,p.226)
8「社説 :賀川豊彦奥 日本軍閥」 (『聖公会報』1934年)9小南浩一『賀川豊彦研究序説』(緑蔭書房 2010年 169頁)
1。 「一令痛心的核子―詩」(『中華婦主』1932年第126期19頁(参照:1931年賀川豊彦の個人雑誌『雲の
柱』第10巻第Htt p.H。または、小南浩一『賀川豊彦研究序説』緑蔭書房 2010年 169頁)
・ 陶 波 2011年「追求互済与和平―一一―詩論太平洋戦争前后的賀川豊彦」夏旦大学碩士学位論文 (原
論参照 :黒田四郎 :『賀川豊彦伝』、第194頁)
12小南浩一 「賀川豊彦と世界連邦運動」『法政論叢』2008年 84頁
13   “Nobel Prize Nomination Database'' https://―.nobelprize.org/nomination/archive/1ist,php,
accessed March 2016.































命』(1936年初版、1940年再版)、『友愛の協力経済学』(1940年)である。B劉家峰 劉莉 『基督教社会主義在近代中国的博播与影駒』基督教研究 2009年第3期111頁
"李善恵 『賀川豊彦と韓国』(2015年12月15日に、筆者は李氏の神戸学生青年センターでの『賀川
豊彦と韓国』との講演を拝聴し、賀川豊彦と韓国との関わりを初耳で聴かせて頂いた。)
20米沢 和一郎 「Realistic Pacifist賀川豊彦と中国」(『明治学院大学キリスト教研究所紀要』2006
年 73-101頁)





























21浜田 直也 『賀川豊彦と孫文』(神戸新聞総合出版センター 、2012年)247頁。
22劉家峰 2010年 「賀川豊彦と中国」東アジア文化交渉研究別冊 43頁


















マシュー・ペ リー (ConlmOdOre Perry)が率いるアメリカ合衆国海軍東インド艦隊は日本江戸


















相次いで中国を訪ね、各地で礼拝堂を設立した。例えば、ロン ドン会 (London Missionary
Society),会衆派教会 (Congregational Church),聖公会 (Anglicanism),バプテス ト教
会 (Baptist Churches),長老会 (Presbyterian Church)、メソジス ト監督教会 (The Methodist
25 ROBERT SCHILDGEN  




27丁 健「民国期におけるキリス ト教の中国郷村建設運動に関する―考察 金陵大学農学院・蘇州中華キ
リス ト教青年会を中心として」(東京大学大学院教育学研究科博士論文 生涯学習基盤経営研究 第 38
号 2013年19頁)
28李博斌 「基督教在華臀療事業興近代中國社會 1835-1937」(蘇州大學 博士學位論文 2001年1頁)
6
Episcopal Church)などがある。291907年、宣教師団体は 1900年当時の3445人から6250人












































































35坂本ひろ子 「中国近代の思想文化史」(岩波新書 2016年 141-142頁)
























































































































































45趙楠 。呉暁東「《晨報副刊》与沈炊文的早期創作」(華中師範大学学報人文社会科学版 2013年 第 52
巻 第2期 94■5頁)











































































48趙葉珠 韓銀環 「対 《婦女雑誌》(1915-1925)年的文献計量学分析」(雲南民族大学学報哲学社会
科学版 2012年7月 第29巻 第4期 49頁)
49同上。道葉珠 韓銀環 49頁。
50白秀英 ガヒ遠 「《少年中国》与其自然科学伝播」(中国科学期刊研究 2012年 23(3) 513頁








































































52藩自山 (女):張定夫夫人。活白山は『革新』1923年第 1巻第 1期49頁に「現代中国婦女運動中応有
的覚悟」という文章を発表している。






















































Meager62の著作である『労働全酬権論』(“Recht aufden vonen Arbeitsertrag" 英訳 “Right













62 Anton Meager(1841-1906):アントン。メンガー、オーストリアの法律専門家、社会理論家。著書 :『The









済学』日本生活共同組合連合会 2009年 8頁)。 また、隅谷 二喜男は『賀川豊彦』(岩波書店 旧版
1966日本基督教団出版部 1995年)において、「かれの経済学は,経験科学としての経済学の枠をとび
出してしまつている。…かれの「主観経済学」は経済学ではなく,一種の経済哲学だつたのである」と
































67 並松 信久『賀川豊彦と組合運動の展開―自助と共助による組織形成一』(京都産業大学 学術リポジ
トリ  2014年) 113頁。
68楊 智勇 「『改造』雑誌研究」(湖南師範大学 博士論文 2009年 概要)69劉潤忠「「東方雑誌」興 “五四"前後東西文化論戦」(社会科学論戦 1994年 第二期 89頁)
70 “社会主義論戦"に関する研究は数多くあるが、代表的なのは、台湾学者茶国裕の『1920年代初期中
国社会主義論戦』(商務印書館 1988年)、茶事『五四時期馬克思主義反封反馬克思主義思潮的闘争』(上
海人民出版社 1979年)、 丁守和、ヂ叙葬『従五四啓蒙運動到馬克思主義的伝播』(1ヒ京三連書店 1979



























71 諄双泉『五四時期的東西文化論戦―為記念五四運動 80周年而作』(湖南師範大学社会科学学報 1999
63-69頁)
72宋連勝 侯建明 丁剛「“社会主義論戦"与早期馬克思主義中国化」(理論学刊 2008年 14頁)
'3「社会主義与進化論之関係」J割‖豊彦 (著)陳嘉異 (訳)(『東方雑誌』1921年第 18巻 第9期 50-63
頁
74鄭大華 「論 “東方文化派"」 (社会科学戦線 1993年4期・文化研究 H6頁)
75陳嘉異「東方文化与吾人之大任」(『東方雑誌』1921年 第 18巻 第一号 (18-38頁)第二号 (9-25
頁)


































80 鄭大華 「論 “東方文化派"」 (社会科学戦線 1993年4期・文化研究 126頁)
81 夏巧尊「評論 :賀川豊彦氏在中国的印象」 (『民国日報 。覚悟』1922年 7月14日 第一版)



























ている落逸涛という者もいた。そのMiss Eleanor Muc Neilと落逸涛二人の経緯は未だ不明だ
83雲彬「古今人物雑書 :王静安・夏巧尊」(『人物雑誌』1948年 第1巻 第7巻 14-28頁)
84徐大風「毛沢東批評夏巧尊」(『海燕 (上海 1946)』 1946年 第9期 2頁)






























九年九月六日 星期一 下午二時 日本社会主義家賀川豊彦来談。




九年 (1920年)九月六日 月曜日 午後二時 日本の社会主義家賀川豊彦来談。















89季羨林 (主編)胡適 (著)『胡適全集29』(安徽教育出版社 2003年 205-206頁)。






















91陳独秀 (著)任建樹 (主編)『陳独秀著作選編第二巻 1919-1922』(上海人民出版社 2009年 268
頁)。 この書の291頁、266頁にも賀川豊彦関係の記事が載せている。92『毎週評論』1919年7月20日 31号
93季羨林 (主編)胡適 (著)『胡適全集 1』 (安徽教育出版社 2003年 328頁)。
凡是有価値的思想,都是従這個那個具證的問題下手的。先研究了問題的種種方面的種種的事責,看看究
党病在何虎,這是思想的第一歩工夫。
94季羨林 (主編)胡適 (著)『胡適全集 1』 (安徽教育出版社 2003年 277-328頁)。 胡適と李大釧と


































97胡適 (著)吉川幸次郎 (訳)『胡適自偉』(養徳社 1946年 67頁)原文は :しかし、私の宗教信仰の







































107趙池 「中國人的烏托邦之夢 :新村主義在中國的博播及嚢展」(獨立作家 2014年 67-68頁)Ю8時■贈賀川豊彦先生」黄日葵 (『晨報副刊』1921年12月29日2-3頁)
:。9「贈賀川豊彦先生―[詩]」 黄日葵―[詩]― (『少年中国』1922年第3巻第6期35-36頁)
25























































































H。 楊文光 「黄日葵的思想装展歴程及封革命事業的促進研究」(学理論 2015年 72頁)
28


































































‖2「賀川豊彦与日本労働運動―一個簡単的紹介 (附写真、表)」 一日生 (著)『東方雑誌』1927年第24





















































































口5坂本ひろ子 『中国近代の思想文化史』(岩波新書 2016年 66頁)
●6寇振鋒 (メディアと社会、2009年 7頁)
n7寇振鋒 「中国の『東方雑誌』と日本の『太陽』」(メディアと社会、2009年 8頁)H8坂本ひろ子『中国近代の思想文化史』(岩波新書 2016年 183頁)H9中華帰主運動は、信徒の信仰を深めること、キリスト教教育を家庭 。学校・教会において強化するこ
と、中国人キリスト教指導者の養成、信徒の識字教育、未信者に対する伝道などを含んでいる。出典 :







































































China Center)資料来源 :http://christianityandchinao com/?page_id=H14
122本色文学:中国本土ならではの文学。
123李誼涯「本色膠思的嘗試―論二十年代基督教『文社月刊』的風刺文芸」(2007海峡両岸華文文学学術


















































































































消撃 1921)』 19304F,F 153期 274-282
頁
2、「読賀川豊彦証道談的大楽」蒋翼














































































































































135中華全国基督教協進会編『基督化経済関係全国大会報告』(上海 :1927年)。 参照 :浜田 直也 『賀
川豊彦と孫文』(神戸新聞総合出版ンター、2012年)170171頁
136 The editor,``Christianizing China' s Economic Life",r/2θ g/Pゴ″θsθ Reοrdθ為58(1927),pp.639-640.








































































Social 」ustice―』  CENTENARY






書名 類別 出版年 売上数
友情 小説 1910 4000
予言者 伝記 1911 4000
基督伝論争史 物語 1913 3000
貧民の心理研究 心理学 1915 8000
涙の二等分 詩集 1917 5000




労働者の崇拝 社会主義 1919 旧政府が発行禁止
主観的経済原理 経済学 1920 5000
死線を超えて ノ1ヽ説 1920 180000
生活の教学 宗教教育 1920 5000
地殻を破れて 詩集 1920 5000
太陽を射る者 小説 1921 90000




雪鳥醒前 戯劇 1921 10000
星から星への通路 詩集 1922 7000
生存競争の哲学 哲学 1922 7000
空中征服 小説 1922 10000
生命宗教と生命芸術 宗教 1922 3000
自然の黙示 宗教哲学 1923 3000
日常生活 宗教 1923 2000
苦難への対処 読書筆記 1924 4000(一ヶ月で売れ切
り)











雲水遍路 旅行記 1926 5000
講演集 講演集 1926 5000
暗語 詩集 1926 5000
霊魂の彫刻 宗教教育 1926 20000
神の解放 宗教 1926 45000



















研討会 中国現代文学学会 中原大学通識中心 2007年6月 169-192頁)
150「読了賀川豊彦先生的 “基督与経済革命以後"」 (『文社月刊 (上海 1927)』1927年第3巻第1冊94-98
頁)。原文には、“詳者工君告訴我 :関係経済革命問題,他封賀川豊彦有所問難,先生封他説 :Live yourism
out這真是一句最好的教訓。無論什蕨教義,主義,如果信仰者不能弟自責行起末,畢党是空虚的。"

































155「賀川豊彦生平之事業」―江嶼 (『興華』1928年 第25巻 第31期 11頁)
166「賀川豊彦生平之事業」―江嶼 (『興華』1928年 第25巻 第31期 12頁)




















168「賀川豊彦与日本労働運動―一個簡単的紹介 (附写真、表)」 ―日生 (著)『東方雑誌』1927年第24
巻第19期25頁
159「歓迎賀川豊彦博士記聞」『中華帰主』 1927年 第77期 8頁
“
。「賀川豊彦生平之事業」―江嶼 (『興華』1928年 第25巻 第31期 11頁)



































!67 命伯霞 (記)「賀川豊彦講演拾珍 (続)(拾珍 :気になるところを選ぶ)」 (『真光雑誌』1930年第29
巻第9期36-39頁)。 命伯霞の経緯は不明。
1“ 含伯霞 (記)「賀川豊彦講演拾珍 (『真光雑誌』1930年 第29巻第8期44-46頁























170 命伯霞 (記)「賀川豊彦講演拾珍 (続)」 (『真光雑誌』1930年第29巷第9期38-39頁


































































177方夢之 「『翻訳学通論』:翻訳学之濫筋」(当代外国語研究 20■年8月 第8期 44頁)


































































































































































































































































2. 1 、 Sixteen Year's Campaigning
For Christ in   Japan,  Toyohiko
Kagawa。1931年第 19巻第 13期3-4
頁
2.  2、 Sixteen Year's Campaigning
For  Christ  ln  」apan, Toyohiko






















































真 1920年“生命社"の刊 編集者の劉延 民国で最も影響力を持つていたプロ
"2張芳『“微社"与“微音"月刊研究』2013年 安徽大学修士論文 第3頁
"3張志偉『基督化興世俗化的檸IL:上海基督教青年會研究,1900-1922』(國立墓湾大學出版中心




















































































































































































































































































































































































"8坂野 潤治 『 日本政治史―明治。大正・戦前昭和―』(放送大学教育振興会 1997年 163-164頁)Ю9中国では、偽満州国と呼ばれている。
2∞北岡 伸一 『 日本政治史:外交と権力』2011年 王保田等訳『 日本政治史:外交与権力』(南京大
学出版社 2014年 109-112頁)

































203 賀川豊彦 (著)、 郭奇遠 (訳)「家庭教育の革新」(『新家庭』1931年第 1巻第2期58-61頁)204「訳述 :賀川豊彦による近代暴動と経済恐慌に対する解説」蒋翼振 (訳)『聖公会報』1932年第 25
巻第22期26-27頁
205 徐柄三 「福建聖公会与 “五年怖道奮進運動"」 (『宗教学研究』2005年03期第 179～183頁)













































215 王 (著)「賀川豊彦―」(『明燈 (上海 1921)』1930年第 154期302-303頁)
2“ 李珍 黄熾森 「磐林巨筆篤華章」 『温州日報』 2009年2月17日号
217『太倉教育』1947年




















































































































221 康狭『太陽旗下的罪悪:不為人知的日本遠東戦争罪行』(独立作家出版社 2015年 306頁)




































































黄初葵 国民党南 ア メ リカ ミシ 1、「全米クラスメー トによ
225方夢之 「『翻訳学通論』:翻訳学の源」(当代外国語研究 2011年8月 第8期 44頁)
226陸元鼎 「記謝頌兼博士之家庭」(『健康家庭』1940年第2巻 第2期 38頁)
227李斌 「不問鬼神問科學 :謝頌業的小説 雷峰塔的伝説―白蛇伝的現実化改写研究の一つ」(東華理工











































































233『日本的基督教 :日本社會主義先進及神國運動之努力者賀川豊彦博士講 (未完)』聞保塘 (記)『興華』
1931年第28巷第 16期H-14頁。『 日本的基督教 (績)(日本社會主義先進,及神國運動之努力者,賀













































































































































256 米沢和一郎「Realistic Pacifist賀川豊彦と中国」 (『明治学院大学キリスト教研究所紀要』2006
年79頁)
257 ROBERT SCHILDGEN 「TOYOHIKO KACAWA‐Aposde oflove and SocialJustiCe‐l  CENTENARY
B00KS,1988。劉家峰 劉莉訳『賀川豊彦―愛与社会正義的使徒』天津人民出版社 2009年237頁
258 浜田 直也 『賀川豊彦と孫文』(神戸新聞総合出版センター 、2012年)262頁








































































ることができるであろう。 日本政府は正式的に人を派遣 し、中国政府に謝罪 し、損失





















































ROBERT SCHILDGEN(著)劉家峰 劉莉 (訳)『賀川豊彦 愛与社会正義的使徒』(天津人民出版社 2009
年 143頁)
273 ROBERT SCHILDGEN  『TOYOHIKO KACAWA―Apostle of love and Social JustiCe―』  CENTENARY
B00KS,1988,p.186










































































































































































































































































































































しばらく別れていた 涙よ またお前と涙よ 涙よ 幼き日よりの 親 しき涙よ
同居する時が来たね。真夜中に 夜明けに 真昼に 午後に お前はしばしば私を訪ね
て来るよね。
お前は私の兄弟「支那」290の悲しいニユースを伝えては 私を罵つて帰つて行くね。
私はお前の罵りをいくらでも受ける 私は卑怯者ではない。ただ私は日本を愛 し 支那





























」ぶ 爆 獅 勢 剛 劇 鮮 は
…
































































299「魂之彫刻」賀川豊彦 (著)(上海広学会出版 1932年H月初版 1933年7月再版 目録)
3∞『賀川豊彦全集6』キリスト教新聞社 1963年 目次
301ここで言う清政府の改革政策とは、1898年の戊成変法と1903年の清政府の新政ということである。






川の中国侵略謝罪に関して1ま、Kttawa Calendar(1940年8月)には、“Dear Brothers and
Sisters in China"(「中国の兄弟姉妹に」)と題される賀川の英文の謝罪文が掲載されている。
304
Though a million times l sh9uld ask pardon it would not be enough to cover the
sins of」apan, Which cause me intolerable shame. I ask you to forgive my nation.
And there are an uncounted number of young souls in」apan Wh , like myse f, are
asking for pardon. I beg you to forgive me, especially, because we Christians
were not strong enttgh to restrain the Militarists._ (有黄協泉: 筆
"争
) Forgive us,
as we work and pray, that the day will come when our two nations will be harmonious














304 Kagawa Calendar (1940)
https://、、ⅣnMabeboo應.fr/KAGAWA‐C LENDAR‐1940‐Toyohiko‐sp‐np/18583064375/bd









































































い。ROBERT SCHILDGEN『TOYOHIKO KACAWA―Apostle of love and Social JustiCe―』 mヽ ″
βθθκЯ 1988,p.208.3H 千葉勇五郎 (1870-1946)は、日本の牧師、教育者。
312竹中正夫が著す “国際線経協議会"に対する解釈。参照 :中村義治 (編輯)『日本キリスト教歴史大
事典』(教文館 1988年 516頁)。 日本人の参会数については、ROBERT SCHILDGENによれば、23名であ
る (ROBERT SCHILDGEN書 209頁)。 中国の雑誌で記載されるのは、24名であつた (鄭啓中「馬都拉基
督教大會的意義」(『大衆 (上海 1939)』1939年第1巻 第2期 6頁)
313 鄭啓中「馬都拉基督教大會的意義」(「大衆 (上海1939)11939年第 1巻 第2期 6頁〕
■4他の代表には、斎藤惣一、鈴木浩二、鈴木鎮二、三浦家、千葉勇五郎、海老澤亮、湯浅人郎、松本卓
夫、奈良常五郎、松尾昇一、廣野捨二郎等が含まれる。参照:ROBERT SCHILDGEN(著)劉家峰 劉莉 (訳)






























315「甘地与賀川豊彦」一呉耀総 (著)『長風 (上海 1940)』1940年 第1春第4期325頁
3“羅偉虹「呉耀宗 :徒唯愛到抗戦」(『中国民族報』 2005年 9月13日号)
m7成祖明 「一生追求実践愛和真理的呉耀宗先生」(『天風』 2006年 19頁)
●8「賀川豊彦訪間甘地」―鄭啓中 (著)(『大衆 (上海 1939)』1939年 第1巻 第2期 6頁)
3Ю 前掲文。6頁。






































































































































れぞれは、第一章の “起"の1920年に上海日本人YMCA夏季講座後 (1920年～1926年)、 第二
章の“承"の1927年に上海基督化経済全国大会後 (1927年～1930年)、 第二章の“転"の1931











消極的に受け入れたものもあつた。最後、1937年の慮溝橋事件後、 “冷陥区"、 “国統区"、 “解
放区"という地区の区分によつて、当地で出版される雑誌の性格は違い、賀川の受容も異なつ
ていつた。
“二"については、賀川紹介やその作品を中国語に翻訳した人物は、日本語や英語に堪能な
中国人知識人である。その中で、基督教もあり、非基督教徒もあつた。非キリス ト教徒として、
李大金Jの弟子である黄日葵は、賀川と会面し、賀川の神戸貧民窟を見学した。黄は賀川に会っ
た後、賀川への敬慕を詩で表 した。また、基督教徒の例として、著名な牧師であつた蒋振翼は、
賀川の講演を聞き、賀川の説教内容を自分の学生にも紹介した。本稿は、それら経緯を明らか
にした。
“三"について、賀川と交際した中国人の身分は幅広い分野にわたった。例えば、賀川は胡
適に説教しようと試みたが、胡適は無神論者であり、賀川の説教に関心を寄せなかつた。その
結果、賀川の説教は失敗に終わつたが、しかし、胡適は、その宗教観が賀川によりさざ波を起
こされ、賀川と階級闘争の否定に合致していた。もう一つの例として、1939年、賀川は、ガ
ンジーと面会した。その賀川が “弱小者"への同情と戦争に反対する立場に立ったが、日本軍
閥の中国侵略により、ガンジーの質問に対して、ショックを受け恥ずかしくて答えられなかつ
た。
“四"について、本稿は、賀川の中国での受容を大きく、世俗的解釈と宗教的解釈に分けて
分析した。世俗的解釈には、小説家、著作家、家庭教育家、経済学者、社会改造家、実践社会
学家という受容があり、宗教的解釈には、日本の “貧民の救世主"、 基督教の社会主義運動者、
基督化社会運動者、神の国運動の指導者、熱心な信仰のある基督教者という受容があつた。
2 今後の課題
課題一
修士論文において、用いた 131件の史料は、すべて上海図書館に所属する “全国報干J索引"
というデーターベースによるものである。
しかし、筆者が使用した資料から見る賀川の中国像は、一部分であり、不完全でもある。な
ぜならば、賀川は、中国大陸を前後 13回ほど訪問したので、中国ですでに公開されたものの
他に、未公開の資料が山ほどある。例えば、金丸裕一氏は、「賀川関係中国語文献目録 (初稿)」
(2016年)と題して、賀川に関する中国ですでに公開した資料を多く紹介 している。
上述の公開された資料や、未公開の資料や、修士論文で扱わなかつた資料を探し分析しなが
ら、中国における賀川の全体像を提えていくのは今後の課題の一つである。
課題二
五四新文化時期から、先進的な中国婦人は時代の先頭に立ち、外国から論著や思想を中国
語に訳 し、外国の文化を中国に持ち込ませる姿がしばしば見られる。例えば、日本語教授であ
る活自山は賀川の『婦人運動之将来』を訳し、『革新』という雑誌に掲載した。
323女性の田確
費は賀川を敬慕し、賀川の講演を聞き、「賀川氏の実践精神は中国人にとつて学ぶべきもので
ある」と述べていた。324したがって、満州事変前の中国における婦人角旱放運動は賀川と大きな
関わりがあると考えられる。しかし、史料の掘り下げは十分に行われていないので、この課題
を今後に残してゆこう。
320「訳述:婦人運動之将来」賀川豊彦 (著)潜白山 (訳)「革新11923年第一巻第2期68-73頁
324「聴了賀川豊彦氏的演講以後」田曜費『微音月刊』1931年第 1巻第2期111-116頁
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